
2    目  標  達  成  計  画
事 業 所 名 ： グループホーム　ほほえみの家
作 成 日 ： 令和元年11月1日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標

1 6

身体拘束をしないケア実現のため日中は玄
関の鍵をかけずに見守りや付き添いで対応し
ている。しかし頻回に無断外出を繰り返す利
用者が事故等に遭わないようリスクマネジメ
ントの取り組みを進めていきたい。

利用者が事故に遭わないようリスクマネジメント
の取り組みを進める。

24 か月

2 35
災害協力員を引き受けてくれる近隣住民は見
つかったが、避難訓練の参加など今後も具体
的な取り組みを進めていきたい。

災害協力員との連携が確立される。 24 か月

3 か月

目標達成に
要する期間

目標達成に向けた具体的な取組み内容

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合ったものです。
また、課題等は、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体的な計画を掲げております。

①無断外出が発生した時は、出勤職員でその
日のうちに原因の分析と具体的な対応方法を
話し合う。
②随時職員会議を開催し、今後の対応や取り
組みについて話し合う。
③家族に外出状況を定期的に報告し、ホーム
の取り組み状況やおこりうるリスクについて説
明する（面会時や電話で連絡）。
④説明した内容は文章にして確認書として家族
からサインをもらう
⑤定期的に法人内の各部署に協力要請する
⑥運営推進会議で定期的に報告し、自治会担
当者と近隣住民へ周知と協力要請を行う。
⑦無断外出しても危険な場所へ行かないよう
ハード面の改修を進める。

①土砂災害対策計画に基づき年1回の避難訓
練に災害協力員にも参加を依頼する。
②訓練実施後課題について意見交換をする。
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